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内容要旨 
目的：歯の漂白法は歯科臨床において不可欠な治療となりつつあるが、処
置後、有色飲食物や酸性食品の摂取が制限される。近年、着色物や酸性物
の影響を軽減できるとされるポリリン酸含有の漂白剤が臨床に紹介され
ている。本研究は、ヒト抜去歯を用いポリリン酸含有の試作漂白剤の漂白、
着色抑制、脱灰抑制効果を検討したものである。 
材料と方法：35 本のヒト抜去歯を漂白効果の検討に使用した。処理は、
10%ポリリン酸と 10%過酸化尿素の混合溶液 (PPa＋CP)、10%ポリリン酸 
(PPa)、10%過酸化尿素 (CP)、Nite White Excel (NWE)、人工唾液サリベ
ート (SA)の 5 群に分け各試片数は 7 とした。各群は 1 回 2 時間、これを
14回行い、処理前後の L*a*b 値から色差 ΔE*ab 値を算出した。 
別の 35 本のヒト抜去歯を着色抑制効果の検討に用いた。漂白効果と同様
の試片を用い、各群で 2 時間処理後、直ちに着色液(珈琲液)に 15 分間浸
漬し着色液浸漬前後の L*a*b 値から色差 ΔE*ab 値を算出した。 
脱灰抑制効果の検討は、走査型顕微鏡 (SEM) 観察で 2 本、キャピラリー
電気泳動試験で 3本のヒト抜去上顎前歯を使用し、それぞれ、エナメル質
表面を PPa、SA または蒸留水で 2時間処理した後、40%リン酸で 30秒間処
理し水洗したものを試料とした。処理後のエナメル質表面を SEM 観察 
(n=2)、処理後の希釈液をカオチン分析キットを用いキャピラリー電気泳
動で Ca 溶出量を測定した(n=3)。 
結果：漂白後、NWE, PPa+CP , CP の色差 ΔE*ab は大きな値を示したが、 
PPa+CP と NWE の間に有意差は認められなかった。色素沈着の検討では浸
漬後、PPa+CP, PPa の色差ΔE*ab は CP と SAと比較し有意に低い値を示
した。SEM 像は、両群ともにエナメル小柱断面の構造が認められ、PPa 群
と比較して SA 群がより深層まで脱灰されている像が観察された。Ca 2+は
SA群での溶出量を 100%とすると、PPa 群では 66.3%となった。 
結論：本研究では、ポリリン酸を含有した試作漂白剤は、従来の漂白剤と
同等の漂白効果があり、着色抑制の効果、脱灰抑制の効果を有することが
示唆された。 
 
